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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
累計期間

第36期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

営業収益（千円） 1,690,0332,318,8883,975,326

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
△88,176 100,121 64,269

四半期純利益又は四半期(当期)純

損失(△)（千円)
△88,049 52,988 △284,732

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△230,363 △45,839 △211,035

純資産額（千円） 3,301,6393,245,7903,320,968

総資産額（千円） 5,196,5924,933,8904,860,099

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期(当期)純損失金額(△)

（円）

△9.00 5.42 △29.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 63.53 65.79 68.33

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
294,959 123,242 274,381

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△23,670 △29,973 △65,902

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△48,801 △29,228 △48,572

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,583,7681,592,4611,528,849

　

回次
第36期

第２四半期連結
会計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額

(△)（円）
△9.21 △6.98

（注)  １.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２.営業収益には、消費税等は含んでおりません。　

３.第37期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

４.第36期及び第36期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、１株当た

り四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクの発生はありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績の分析は、下記のとおりであります。

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景として、企業の設備投資や雇用

情勢にも改善の兆しが見え始めておりましたが、欧州金融不安の継続や新興国の成長率鈍化、近隣諸国との領土問題

に端を発した社会不安などにより、依然として厳しい状況が続いております。

　旅行業界における海外旅行動向は、東日本大震災の反動需要により全体としては、堅調に推移いたしましたが、領土

問題等の影響により、中国などの東アジア地域において下振れしており、今後の影響が懸念されております。

　

このような状況下、当社グループは、引き続きお客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」「高い安心感と満

足感」の提供を実践し、他社と差別化されたサービスの一層の向上を目指してまいりました。

　

商品開発面におきましては、ありきたりでない満足度の高い商品の開発を念頭に、当社商品の特徴でもある旅の

「テンポ」を示す『ゆったり度』を３段階に分け、その基準に基づき商品造成を行なっております。これにより体力

のある方から、年齢や体力を理由に海外旅行を諦めていた方にも、お客様ご自身にあったご旅行をお選びいただき、好

評いただいております。

商品構成といたしましては、初めてのお客様はもちろん、リピーターの方にもご満足いただけるよう『ベルリン

フィル１等席鑑賞と煌くクリスマスの旅』や『風薫る美しき秘境ハワイ自然遺産紀行』など、季節感やテーマ性の高

い商品を当四半期に発表しております。なお、中国関連のツアーは、安心してお客様にニッコウトラベルの旅を楽しん

でいただきたい為、慎重な検討の結果、新発表および今後の催行を見合わせております。

　

販売面におきましては、『アラスカ氷河クルーズと紅葉の大地を駆けるアラスカ鉄道の旅』や『ロシア原風景“黄

金の環”と悠久の大河ボルガ河の船旅』の海・河クルーズを中心に『サースフェーとミューレン知られざるアルプ

スの景勝地巡り』など夏定番の旅も伸び、全体的にほぼ順調に推移いたしました。

　

　第２四半期累計期間の販売実績は下記のとおりであります。　

　なお、当社グループの事業は旅行業という単一セグメントに属するため、セグメントに係る記載に代えて商品別の概

況等を記載しております。
　
販売実績  

A．商品別売上高

区分

前第２四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年９月30日）

　旅行売上　（千円）

  その他売上（千円）

 1,681,929

　8,104

 2,309,180

　9,708

　合計（千円）  1,690,033  2,318,888

（注）その他売上は保険手数料及び渡航申請手数料等の収入であります。
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B．種別旅行売上高

区分

前第２四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年９月30日）

　募集型企画旅行（千円）

受注型企画旅行・手配旅行（千円）

1,508,831

173,097

2,165,817

　143,362

　合計（千円） 　1,681,929 2,309,180

　

C．渡航先別顧客数

行先

前第２四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日

　　至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年９月30日）

　ヨーロッパ（人）

ロシア（人）

中東（人）

北米（人）

中南米（人）

オセアニア（人）

アジア（人）

アフリカ（人）

南極（人）

その他（人）

　2,164

　35

71

178

22

4

182

－

－

－

　2,481

50

71

238

2

－

211

－

－

11

　合計（人） 2,656 3,064

(注) 当社グループの顧客層は、年間で見た場合に欧州方面の旅行需要が主流を占めております。

　　特に欧州方面のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に需要が集中するため、第１四半期及び第３

四半期の顧客数が他の四半期と比べて高くなっております。

　

　当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益23億18百万円（前年同期 16億90百万円／前年同期比 37.2%増）とな

りました。

　利益面におきましては、当第２四半期連結累計期間は、営業利益58百万円（前年同期 営業損失1億6百万円）、経常利

益1億円（前年同期 経常損失88百万円）、四半期純利益52百万円（前年同期 四半期純損失88百万円）となりました。

　

(2)財政状態の分析

(流動資産)

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、21億58百万円(前連結会計年度末は20億36百万円)となり、

1億21百万円の増加となりました。

　主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。

　①季節変動により、営業債権が61百万円増加したこと

　②現金及び預金が63百万円増加したこと

　③その他流動資産が4百万円減少したこと

　

(固定資産)

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、27億75百万円(前連結会計年度末は28億23百万円)となり、

47百万円の減少となりました。

　主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。

　①長期貸付金が短期への振替及び回収等により、15百万円減少したこと

　②時価の変動により、投資有価証券が60百万円減少したこと

　③投資その他の資産のその他が、27百万円増加したこと　
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(流動負債)　       

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、13億96百万円(前連結会計年度末は12億54百万円)となり、

1億42百万円の増加となりました。

　主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。

　①季節変動により、営業債務が82百万円増加したこと

　②主に未払費用やデリバティブ債務の増加により、その他流動負債が22百万円増加したこと

　③未払法人税等が31百万円増加したこと　

　

(固定負債)

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、2億91百万円(前連結会計年度末は2億84百万円)となり、6

百万円の増加となりました。

　主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。

　①退職給付引当金が1百万円減少したこと

　②主にデリバティブ債務の増加により、その他固定負債が4百万円増加したこと

　③役員退職慰労引当金が2百万円増加したこと

　

(純資産)

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、32億45百万円(前連結会計年度末は33億20百万円)となり、75

百万円の減少となりました。

　主な増減要因としては下記内容が挙げられます。

　①投資有価証券の時価評価及び為替予約等の時価評価に伴う評価・換算差額等が98百万円減少したこと

　②配当の支払い及び四半期純利益の計上により、利益剰余金が23百万円増加したこと　

　

(3)キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、15億92百万円(前連結会計年

度末は15億28百万円)となり、前連結会計期間末と比べ63百万円の資金の増加となりました。　

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは、1億23百万円の資金の増加となりました。

　主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。

　① 税金等調整前四半期純利益98百万円の計上による資金の増加

　② 営業債権・債務残高の変動に伴い資金が21百万円の増加

　③ その他の固定負債が7百万円減少したことによるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは、29百万円の資金の減少となりました。

　主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。

　①保険積立金の積立及び解約により41百万円の資金の減少　

　②貸付金の回収により15百万円の資金が増加したことによるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

  財務活動によるキャッシュ・フローは、29百万円の資金の減少となりました。

  この減少は、配当金の支払いによるものであります。

　

　前年同四半期連結累計期間との比較・分析

　当第２四半期連結累計期間における獲得した資金は、63百万円（前年同四半期は2億16百万円の獲得）となり前年同

四半期と比べ1億53百万円の減少となりました。

　前年同四半期との比較・分析は次のとおりであります。

　

EDINET提出書類

株式会社ニッコウトラベル(E04361)

四半期報告書

 6/21



(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果獲得した資金は、1億23百万円(前年同四半期は2億94百万円の獲得)となりました。

　前年同四半期との差異1億71百万円の主な要因としては、下記内容が挙げられます。

　①前年同四半期と比べて当四半期は税金等調整前四半期純利益を計上したことにより利益が1億86百万円増加した

こと

　②前年同四半期と比べて営業債権・債務残高の変動に伴い資金が3億81百万円減少したこと

　③前年同四半期と比べてその他流動負債の増加に伴い資金が27百万円増加したことによるものであります。　

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は、29百万円(前年同四半期は23百万円の使用)となりました。

　前年同四半期との差異6百万円の主な要因としては、下記内容が挙げられます。

　①前年同四半期と比べて有価証券の取得により使用した資金が40百万円減少したこと

　②前年同四半期と比べて保険積立金の積立及び解約により資金が41百万円増加したこと

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　前年同四半期との差異の内容は、配当金の支払額の減少によるものです。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5)研究開発活動

  該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,600,000

計 15,600,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,780,000 9,780,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株　

計 9,780,000 9,780,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総

数増減数

（株）

発行済株式総

数残高（株）

 資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年７月１日～

 平成24年９月30日　
－ 9,780,000 － 932,550 － 911,300
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

　久野木　和宏 　神奈川県横浜市栄区 3,542,910 36.22

　久野木　博子 　神奈川県横浜市栄区 586,594 5.99

　日本生命保険相互会社 　東京都千代田区丸の内１－６－６ 275,000 2.81

　ニッコウトラベル社員持株会 　東京都中央区京橋１－１－１ 169,854 1.73

　久野木　直人 　東京都板橋区 122,834 1.25

　久野木　麻子 　神奈川県横浜市栄区 122,834 1.25

　久野木　義人 　神奈川県横浜市栄区 122,834 1.25

　久野木　康二 　滋賀県大津市 116,400 1.19

　エイアイユーインシュアラン　ス

カンパニー
　東京都千代田区丸の内１－８－３ 110,000 1.12

　山元　英昭 　鹿児島県鹿屋市 56,500 0.57

計 　 5,225,760 53.43

　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

400　　　　　
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

9,778,500　　
97,785 －

単元未満株式
普通株式

1,100　　　　　
－ －

発行済株式総数 9,780,000 － －

総株主の議決権 － 97,785 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成24年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社ニッコウトラベル
 東京都中央区京橋　 

１丁目１番１号
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

 

　

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,534,859 1,597,862

営業未収入金 10,539 3,145

有価証券 47,898 48,507

貯蔵品 4,534 5,494

旅行前払金 343,487 412,280

その他 95,436 91,019

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 2,036,696 2,158,249

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 158,213 160,479

減価償却累計額 △116,332 △117,889

建物及び構築物（純額） 41,880 42,590

土地 37,780 37,780

その他 87,689 89,445

減価償却累計額 △80,737 △82,439

その他（純額） 6,952 7,006

有形固定資産合計 86,613 87,376

無形固定資産 15,610 15,067

投資その他の資産

投資有価証券 933,380 873,366

長期貸付金 1,717,749 1,701,787

その他 426,621 454,613

貸倒引当金 △356,571 △356,571

投資その他の資産合計 2,721,179 2,673,196

固定資産合計 2,823,403 2,775,640

資産合計 4,860,099 4,933,890
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 216,560 178,489

未払法人税等 24,764 56,161

旅行前受金 912,999 1,033,615

賞与引当金 23,085 29,345

その他 77,146 99,363

流動負債合計 1,254,557 1,396,974

固定負債

退職給付引当金 89,746 88,712

役員退職慰労引当金 95,164 97,660

資産除去債務 9,883 9,987

その他 89,778 94,764

固定負債合計 284,573 291,125

負債合計 1,539,131 1,688,099

純資産の部

株主資本

資本金 932,550 932,550

資本剰余金 911,300 911,300

利益剰余金 1,546,995 1,570,644

自己株式 △218 △218

株主資本合計 3,390,626 3,414,275

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △44,321 △102,456

繰延ヘッジ損益 △25,336 △66,029

その他の包括利益累計額合計 △69,658 △168,485

純資産合計 3,320,968 3,245,790

負債純資産合計 4,860,099 4,933,890
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業収益 ※2
 1,690,033

※2
 2,318,888

営業原価 1,383,878 1,795,784

営業総利益 306,155 523,104

販売費及び一般管理費 ※1
 412,474

※1
 464,832

営業利益又は営業損失（△） △106,319 58,271

営業外収益

受取利息 14,122 26,085

受取配当金 4,259 8,912

為替差益 － 1,584

その他 2,761 5,416

営業外収益合計 21,143 41,999

営業外費用

為替差損 177 －

その他 2,824 149

営業外費用合計 3,001 149

経常利益又は経常損失（△） △88,176 100,121

特別損失

投資有価証券評価損 115 2,083

特別損失合計 115 2,083

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△88,292 98,038

法人税、住民税及び事業税 4,221 52,976

法人税等調整額 △4,463 △7,926

法人税等合計 △242 45,050

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△88,049 52,988

四半期純利益又は四半期純損失（△） △88,049 52,988
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△88,049 52,988

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △64,859 △58,134

繰延ヘッジ損益 △77,453 △40,692

その他の包括利益合計 △142,313 △98,827

四半期包括利益 △230,363 △45,839

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △230,363 △45,839

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△88,292 98,038

減価償却費 3,713 3,801

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,749 △1,033

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,864 2,495

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,065 6,259

受取利息及び受取配当金 △18,382 △34,997

為替差損益（△は益） 2,303 1,506

投資有価証券評価損益（△は益） 115 2,083

営業未収入金の増減額(△は増加) 5,798 7,393

旅行前払金の増減額(△は増加) △260,206 △68,792

未収消費税等の増減額（△は増加） 8,526 12,329

たな卸資産の増減額（△は増加） △312 △960

その他の流動資産の増減額(△は増加) △16,586 5,569

その他の投資その他の資産の増減額(△は増加) 9,243 882

営業未払金の増減額(△は減少) △20,929 △38,071

旅行前受金の増減額(△は減少) 678,173 120,615

その他の流動負債の増減額（△は減少） △22,087 5,312

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △7,437

その他 △256 255

小計 282,000 115,249

利息及び配当金の受取額 19,137 30,235

法人税等の支払額 △7,030 △22,242

法人税等の還付額 852 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 294,959 123,242

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,054 △4,022

投資有価証券の取得による支出 △41,356 △1,103

無形固定資産の取得による支出 △435 －

保険積立金の積立による支出 － △76,004

保険積立金の解約による収入 － 34,144

貸付金の回収による収入 17,306 15,662

敷金及び保証金の回収による収入 1,020 810

敷金及び保証金の差入による支出 △50 △361

その他の収入 900 900

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,670 △29,973

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △48,801 △29,228

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,801 △29,228

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,648 △427

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 216,839 63,611

現金及び現金同等物の期首残高 1,366,929 1,528,849

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,583,768

※1
 1,592,461
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　該当事項はありません。

　

 

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は，法人税法の改正に伴い，第１四半期連結会計期間から，平成24年４月１日以降に取得した

有形固定資産については，改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。

　この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微です。

　

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度（平成24年３月31日） 

偶発債務　

当社はEuro Cruise Holding B.V.（以下、「同社」とする）と平成18年７月に業務提携を行い、当社優先利用の

河川 クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を締結しております。

同河川クルーズ船は平成19年５月より運航を開始し、当社は事業年度のうち一定期間チャーターしております。

また、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委託しております。

業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識の相違に関して、当該認識の相違の解消を図ることを目的

として、オランダの法律に基づくvoorlopige voorzieningen procedure（以下、「略式訴訟」とする）を平成23年

４月８日付で提起、当該略式訴訟の判決は平成23年５月５日に送達されておりますが、今後の円滑なツアーの催行

を重視し平成23年５月３日から平成23年11月23日の間、同社とStand Still Agreement（休止契約）を結び、その

間、継続的に協議し、和解に向けての調整を行ってまいりましたが、当連結会計年度末において合意に至っておら

ず、平成24年４月２日付で同社より、当社が業務提携契約を遵守しなかったものとして、当社に損害賠償を請求する

仲裁手続の申立てを受けております。

当社の認識は契約に基づく適正なものであり、同社に債務不履行が存在する旨の反対請求を平成24年５月14日に

行っており、仲裁手続の結果によっては当社の業績に影響を与える可能性がありますが、現時点では不明でありま

す。

なお、同社に対する債権に関しては現時点までの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続、並びにユーロ安に

伴う担保価値の減少等を勘案し、将来発生する可能性のある損失を見積もり、当連結会計年度に貸倒引当金（特別

損失）を計上しております。

　

当第２四半期連結会計期間（平成24年９月30日）

偶発債務

　当社はEuro Cruise Holding B.V.（以下、「同社」とする）と平成18年７月に業務提携を行い、当社優先利用の河

川クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を締結しております。

　同河川クルーズ船は平成19年５月より運航を開始し、当社は事業年度のうち一定期間チャーターしております。ま

た、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委託しております。

　過年度より業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識に関し、当社と同社との間に相違が生じており、

当該認識の相違を解消するため、継続的に協議し、和解に向けての調整を行ってまいりましたが、平成24年４月２日

付で同社より、当社が業務提携契約を遵守しなかったものとして、当社に損害賠償を請求する仲裁手続の申立てを

受けております。

　これに対し当社は、当社の認識は契約に基づく適正なものであり、同社に債務不履行が存在する旨の反対請求を平

成24年５月14日に行っております。当該仲裁手続の結果によっては当社の業績に影響を与える可能性があります

が、当第２四半期連結会計期間末では不明であります。

　なお、同社に対する債権に関しては、これまでの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続、並びにユーロ安に伴

う担保価値の減少等を勘案し、将来発生する可能性のある損失を見積もり、前連結会計年度に貸倒引当金を計上し

ております。

　当社が受けた仲裁手続の申立て及び当社による反対請求申立ての概要については、下記に記載のとおりでありま

す。
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①当社が受けた仲裁手続申立ての概要

　１.仲裁手続の申立てが行われた機関及び年月日

　　 機関：Stichting Transport and Maritime Arbitration Rotterdam Amsterdam（TAMARA）

　　 年月日：平成24年４月２日

　２.仲裁手続の申立てを行った相手

　　 商号：Euro Cruise Holding B.V.

　　 所在国及び所在地：オランダ　ベンメル

　　 代表者：Ton Van Meegen

　３.申立ての内容及び損害賠償請求額

　　 内容：未払いの運航業務委託費の支払い

　　 請求額：EUR 8,042,743-

　

②当社による反対請求申立ての概要

　１.反対請求の申立てを行った機関及び年月日

　　 機関：Stichting Transport and Maritime Arbitration Rotterdam Amsterdam（TAMARA）

　　 年月日：平成24年５月14日

　２.反対請求申立ての相手

　　 商号：Euro Cruise Holding B.V.

　　 所在国及び所在地：オランダ　ベンメル

　　 代表者：Ton Van Meegen

　３.反対請求申立ての内容及び損害賠償請求額

　　 内容：未回収の債権の支払いを求めるもの

　　 請求額：EUR 1,182,592.56-　及び　439,353,358円

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１.販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給与・賞与 135,775千円 149,660千円

地代・家賃 60,305 59,626

支払手数料 49,817 68,946

減価償却費 3,178 3,259

賞与引当金繰入額 23,443 23,593

退職給付引当金繰入額 4,082 5,788

役員退職慰労引当金繰入額 2,864 2,975

 

※２.前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）及び当第２四半期連結累計期

間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

    当社グループの当第２四半期連結累計期間における顧客層は、例年同様に、欧州方面の旅行需要が主流を

占めております。特に海外渡航先のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に需要が集中するため、通

常、第１四半期連結会計期間及び第３四半期連結会計期間の売上が他の四半期と比べて高くなっておりま

す。

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１.現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額とその関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,589,782千円 1,597,862千円

有価証券勘定（ＭＭＦ等） 47,877 48,507

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △53,891 △53,908

現金及び現金同等物 1,583,768 1,592,461
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

  配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年6月27日

定時株主総会
普通株式 48,897 5 平成23年3月31日平成23年6月28日利益剰余金　

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

  配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年6月28日

定時株主総会
普通株式 29,338 3 平成24年3月31日平成24年6月29日利益剰余金　

 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループの事業は、旅行業という単一セグメントであるため、記載は省略しております。

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△9円00銭 5円42銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△88,049 52,988

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△88,049 52,988

普通株式の期中平均株式数（株） 9,779,597 9,779,597

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結会計期間は、１株当たり四半期純損失

であり、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。また、当第２四半期連結会計期間は、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月14日

株式会社ニッコウトラベル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　研一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　尚子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッコウ

トラベルの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッコウトラベル及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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